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東
三
条
院
詮
子
四
十
賀
屏
風
歌
と
藤
原
公
任

1

屏
風
歌
詠
作
史
瞥
見
1

福

田

智

子

一

屏
風
絵

を
題

に
し
て
詠

ん
だ
歌
を
屏
風
歌

と
い
う
。

そ
れ

は
、
屏
風

に
直
接

書

い
た
り
、
あ

る
い
は
色
紙
形

に
書

い
て
屏
風

に
貼

っ
た
り
す
る

の
を
主
た
る

目
的
と
し

て
、
十
世
紀

に
入

っ
て
か
ら
約
百
年

の
間
、
盛
ん

に
詠
作
さ
れ
た
。

た
と
え
ば

『
古
今
集
」
の
撰
者

の

一
人

で
あ
る
紀
貫
之

の
家
集
、
『
貫
之
集
』
(
歌

仙
家
集
本
)

で
は
、
九
巻
八
百
八
十
九
首

の
う
ち
、
実

に
巻
四
ま

で
五
百
三
十

二
首

が
屏
風
歌

で
あ
り
、

そ
れ
は
総
歌
数

の
半
数

以
上
を
占
め

る
。

で
は
、
屏

風
歌

が

い
か
な
る
時

に
詠
作

さ
れ
る
か
と
言
え
ば
、

そ
れ
は
お
そ
ら
く
屏
風

を

新
調

し
た
際

で
あ
る
の
が

一
般
的
だ

っ
た
で
あ
ろ
う
。

い

っ
た
い
屏
風

は
、
算

賀
な
ど

の
晴

の
日
の
調
度
と

し

て
新
調

さ
れ

る
こ
と
が
多
か

っ
た
か
ら
、
当
時

の
歌
人

た
ち
が
屏
風
歌
を
盛

ん
に
詠

み
、

そ
れ

が
屏
風

に
書
か
れ

る
こ
と

に
少

な
か
ら

ぬ
誇
り
を
感
じ
た

の
も
、
想
像

に
難
く
な

い
。
道
綱
母
が
、
小

一
条
左

大
臣
藤
原
師
罪

の
五
十
賀

の
た
め

の
屏
風
歌
を
詠
ん

で
提
出
し
た
後
、
そ

の
採

(1
)

否

に
ま

で
言
及
し

て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
よ
う

に
、
自

分

の
詠
歌
が
屏
風

に
書
か
れ
る
歌
と
し

て
採
用
さ
れ
る
か
否
か
と

い
う

こ
と
は
、

歌
人
た
ち
の
大

き
な
関
心
事

で
あ

っ
た
。

そ
れ

は
程
度

の
差

こ
そ
あ
れ
、
自
分

の
歌
が
勅
撰
集

に
入
集
さ
れ
た
り
、
歌
合

で
勝
と
な

っ
た
り
し
た
際

に
味
わ

っ
た

で
あ
ろ
う
、

歌
人
と
し

て
の
名
誉

の

一
つ
で
あ

っ
た
と
考

え

て
よ

い
。

し
か
し
、

一
方

で
、

ど
ん
な

に
優
れ
た
技
能
を
も

っ
て
い
よ
う
と
、

屏
風
絵

を
描

く
絵
師

の
身
分

が

必
ず
し
も
高
く
は
な
か

っ
た

の
と
同
様

に
、

屏
風
歌
を
献
上
す

る

こ
と
も
、
元

来

は
高
貴

の
者

が
す
る
仕
事

で
は
な
か

っ
た
と
い
う
点

に
は
留
意

し
て
お
か
ね

ば
な
る
ま
い
。

屏
風
歌

を
依
頼

に
応

じ
て
提
出
す

る
歌
人

は
、
先

に
触
れ

た
貫

之

を
は
じ
め
、
躬
恒
、
元
輔
、
能
宣
な

ど
が

そ
う

で
あ

っ
た

よ
う
に
、
元
来

は

(2
)

「歌

の
職
人
」
ー

い
わ
ゆ
る

「
専
門
歌
人
」
「

で
あ

っ
て
、
貴
族

で
は
な
か

っ

た
の
で
あ

る
。

と
こ
ろ
が
、

そ
の
状
況
が
十
世
紀
後
半
か
ら
ト

一
世
紀

に
か
け

て
、
徐

々
に
変
化
を
見
せ
始
め
、
公
卿
な
ど

の
高
貴

の
歌

人
も
屏
風
歌

を
詠

進

し
、

そ
れ
が
実
際

に
屏
風

に
書
か
れ

る
よ
う

に
な

っ
て
く
る
。
そ

の
例

と
し

て

よ
く
引
か
れ

る
の
が
、
長
保
元

(999
)
年

の
彰
子
入
内
屏
風
歌

で
、

こ
の
時

は

花
山
法
皇

、
主
人
相
府

道
長

、
右
大
将
道
綱
、
右
衛
門
督
公
任
、
宰
相
中
将
斉

信
、
源
宰
相
俊
賢
と

い

っ
た
公
卿
以
上

の
身
分

の
者

の
歌

が
屏
風
に
書

か
れ
た

の
で
あ
る

(
『小
右
記
』
長
保

元
年
十
月

三
十

日
条
)
。

そ
の
彰

子
入
内
屏
風
歌

に
お
い
て
歌
を
採
用

さ
れ

た
顔
触
れ

の
中

に
、
当
代
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屈
指

の
歌
人
、
藤
原
公
任
が

い
る
。
公
任

は
藤
原
北
家
小
野
宮
流

の
貴
族

で
、

四
条
大
納
言
と
呼
ば
れ
、
漢
詩
、
和
歌
、
管
絃

の
三
舟

の
才
を
称

さ
れ
た

こ
と

は
、
あ
ま
り

に
も
有
名

で
あ
る
。
公
任

は
、
彰
子
入
内
屏
風
を
は
じ
め
と
し

て
、

(
3
)

し
ば
し
ば
屏
風
歌
を
詠

ん
だ
。
い
ま
、
『
公
任
集
』
に
載
る
屏
風
歌
を
拾
う
と
次

の
如
く

で
あ

る
。

①
中
宮

の
う
ち

に
ま

い
り
給
ふ
御
屏
風
歌

(㎜

・
謝
番
)

②
中
宮

の
う
ち

に
ま

い
り
給
御
屏
風

(謝
～
謝
番
)

③
女
院

の
珊

の
御
賀

の
屏
風

の
歌

(鵬
～

訓
番
)

④
寛
仁
二
年
正
月
、
入
道
前
太
政
大
臣
大
饗
し
侍
り
け
る
に
、
屏
風
の
絵
に

(珊
番
)

⑤
上
東
門
院
の
御
屏
風
に

(鵬
番
)

①

・
②

・
⑤

は
前
述

の
彰

子
入
内
屏
風
歌
、
④

は
寛
仁

二

(
810
)
年
、
頼
通
大

饗

の
屏
風
歌

で
あ
る
が
、

以
下
、

本
稿
が
問
題

に
す
る

の
は
、

③

の
長
保
三

(
㎝
)
年
、
東

三
条
院
詮
子

四
十
賀
屏
風
歌

で
あ

る
。

女
院

の
珊

の
御
賀

の
屏
風

の
歌
、
も
し
も
や
と

て
ま
う
け
給

へ

り
け
れ
と
も
、

さ
も
あ
ら
さ

り
、
花
あ

る
所

春
た
ち

て
さ
く
花

み
れ
は
行
末

の

月
日
お
ほ
く
も
お
も
ほ
ゆ
る
哉

松
お

ほ
か
る
所

に
て
、

み
な
月
は
ら

へ
し
た
る
所

姫
松

の
し
け
き
所

に
た

つ
ね
き

て

夏
は
ら

へ
す
る
心
あ
る
ら
し

は
ら

へ
す
る
河

へ
の
松

も
け
ふ
よ
り
は

千
世

を
や
ち
よ
に
の

へ
や

し

つ
ら
む

七
月
七

日
、
女
、
お
と

こ
に
物

い
ひ
た
る
け
し
き
し
た

る
所

わ
か
恋
は
た
な

は
た

つ
め

に
か
し

つ
れ
と

猶
た

ゝ
な
ら
ぬ
心
ち

こ

そ
す
れ

こ
の
時
期
、
公
任

の
よ
う
な
公
卿
が
屏
風
歌
を
詠
ん

で
い
る
と

い
う
事
実
自
体

は
、

彰
子
入
内
屏
風
歌

と

い
う
先
例

が
存

す
る

こ
と
で
は
あ
り
、
特

に
問
題

に

す

べ
き

こ
と

で
は
な

い
。
し
か
し
、

こ
こ

で
注
意
を
喚
起

さ
せ
ら
れ
る
の
は
、

波
線

を
施

し
た
部
分

の
詞
書

の
意
味

で
あ
る
。
従
来
、

こ
こ
の
解
釈

は
、
次

に

挙
げ

る
よ
う

に
、
表
現

の
違

い
こ
そ
あ
れ
、
公
任

の
側

で
は
賀

の
た
め

の
屏
風

歌

が
準
備

さ
れ

て
い
た
に
も
関

わ
ら
ず
、
実
際

に
そ
の
公
任
歌

は
屏
風

に
書
か

れ
る
に
至

ら
な
か

っ
た
と
い
う
、
共
通
理
解
を
得

て
い
る
と
見
ら
れ

る
。

①
冒

頭

の
詞

書

に
い
う
如
く
、
実
際

に
は
屏

風
歌

と
し

て
の
撰

に
は
入

ら
な

か

っ
た

の
で
あ

る
。
但
し
、

こ
の
よ
う

に
歌
題

に
よ

っ
て
公
任
が
歌
作
し

て

い
る
と

こ
ろ
よ
り
す

れ
ば
公
任

は
、

こ
の
際

の
歌
題

を
何
等

か

の
事
情

に

よ

っ
て
承
知
し

て
い
て
、
若
し
作
品
を
要
求
さ
れ
た
ら
持
参
し
よ
う
と
予
め

作

っ
て
お

い
た

の
で
あ
ろ
う
な
ど
と
想
像
は
廻
転
し

て
ゆ
く

の
で
あ
る
。

〔杉
崎
重
遠
氏

『
平
安
中
期
歌
壇

の
研
究
』
第

四
章

道
長
を
中
心

と
し

た
る
歌
壇

の
状
勢

第
三
節

東
三
条
院
四
十
御
賀
算

料
屏
風
和
歌

(桜
楓

社
、

昭
和
五
卜
二
年
)

漏
頁
〕

②

公
任

の
歌
は
屏
風
歌

に
用
い
ら
れ
な

か

っ
た
よ
う

で
あ
る
。

そ

の
こ
と
が
、

右

の
よ
う
な
詞
書

と
な

っ
た
の
で
あ

ろ
う
。

〔伊
井
春
樹
氏

「公
任
年
譜
考
」

(
『国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要
』
第
十
号
、

昭
和
五
十
九
年
三
月
)
〕

⑨
名
実
と
も

に
秀
れ

た
歌

よ
み
を
も

っ
て
任
ず
る
公
任

の
こ
と
、
必
ず
や
詠
進

の
依
頼

の
あ
ら
ん

こ
と
を
自
負
し

て
準
備
し

て
い
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ

一24一



の
沙
汰
な
く
終
わ

っ
た

の
意
。

〔福
井
遽
子
氏

「
橘
為
義
考
-
道

長
親
近

の

一
家

司
層

の
生

涯
「
」

(
『人

文
』
第
九
～
十

一
号
、
昭
和
六
十

年
六
月
～
六
十
二
年
六
月
。

後
に

『
一
条

朝
文
壇

の
研
究
』
桜
楓

社
、
昭
和

六
十

二
年
九

月
に
所
収
)
〕

④

[通
釈
]
も
し
も
必
要

が
あ
る
か
も
知

れ
な

い
と
思

っ
て
詠
作

し
て
い
た
の

だ
け
れ
ど
、
そ
う

で
も
な
か

っ
た
。

[参
考
]

(
『権

記
』
十
月

八
日
条

に
…
筆
者
注
)
公
任

の
名

が
見

え
な

い
の

は
、
撰
歌

に
漏
れ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
詞
書

に

「
さ
も
あ

ら
ざ

り
け
り
」

と
は
、

そ
の
あ

た
り
の
こ
と
を
の
べ
て
い
る
の
で
あ

ろ
う
。

〔伊
井
春
樹
氏
、
津
本
信
博
氏
、
新
藤
協

三
氏
共
著

『
私
家
集
全
釈
叢
書

7
、

公
任
集
全
釈
』

(風
間
書
房
、
平
成
元
年
五
月
)
〕

あ

る
い
は
、
公
任

に
対
し

て
敬
語
を
用

い
て
い
る
こ
の
詞
書
が
、
公
任
自
身

に
よ

っ
て
書
か
れ
た
も

の
で
は
な

い
と

い
う
理
由

で
、
詞
書

の
信
愚
性
を
問
題

に
す
る
向
き
も
あ
る
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
、
公
任
以
外

の
人
物
が

こ
の
よ

う
な
細
か

い
屏
風
歌
詠
進
状
況
を
記
す
た
め

に
は
、
そ

の
情
報
を
知
る
材
料

が

当
然
あ

っ
た
は
ず

で
あ
り
、
従

っ
て
、
詞
書

の
内
容
は
信

用

に
足
る
も

の
と
思

わ
れ
る
。

そ
う
す
る
と
公
任

の
側

で
は
あ
ら
か
じ
め
屏
風
歌

を
準

備
し

て
い
た

に
も
関
わ
ら
ず
、
東
三
条
院

四
十
賀

の
際

に
は
依
頼

が
な
く
、
結

果
的

に
は
屏

風
に
書

か
れ
な
か

っ
た
と
い
う
事
実

が
浮

か
び
上

が

っ
て
く
る
。
長
保

三
年

と

い
え
ば
、

公
任

は
、

そ
の
二
年
前

に
彰

子
入
内

屏
風
歌
を
詠

ん
で
い
る
だ
け
で

は
な
く
、
『拾

遺
集
』

に
先
駆
け

て
、
既

に

『
拾
遺
抄
』
を
編
纂

し
終

わ

っ
て
い

(
4
)

た
と
考

え
ら
れ
る
の

で
、

こ
れ
ら
の
業
績

か
ら
み
て
も
、
彼

が
当
時
、
屈
指

の

歌
人

と
見
倣

さ
れ
て
い
た
こ
と
は
容
易

に
推
測

で
き

る
。

に
も

か
か
わ

ら
ず
、

公
任

に
正
式
な
屏
風
歌

の
依
頼

が
な
か

っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

そ
し

て
そ
も

そ
も

公
任

は
、
依
頼

が
来

る
前

か
ら
な
ぜ
屏
風
歌
を
詠
作

し
て
お
い
た
の
か
。

そ
こ

に
は
冒
頭

に
述

べ
た
、
屏
風
歌
詠
作
を

め
ぐ
る
歌
人
構
成

の
移

り
変
わ

り
と

い

う
問
題

と
、
何
か
関
連
す

る
事
情

が
あ

っ
た
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
そ
こ
で
以
下
、

こ
の
詞
書

の
意
味
す

る
状
況
を
、
公
任
以
外

の
歌
人

の
屏
風
歌
詠
進
状
況

に
照

ら
し
、
公
任

の
立
場

が
い
か
な

る
も

の
で
あ

っ
た
か
と

い
う
観
点
か
ら
考
察
し

て
み
た
い
。

二

ま
ず
初
め

に
、
東
三
条
院
四
十
賀
が
ど

の
よ
う
な
経

緯

で
催
さ
れ
る

に
至

っ

た
か
と

い
う
点
か
ら
考
察
す
る
。
猶
、
以
後

用

い
る
資
料

は
、
主

に
杉
崎

重
遠

(
5
)

 氏
、
平
野
由
紀
子
氏

に
よ

っ
て
既

に
指
摘
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。

東
三
条
院
詮
子
四
十
賀

は
、
十
月

九
日

に
催
さ
れ
る
以
前

に
何
度

か
計

画
さ

れ
、
そ

の
度

に
延
期

さ
れ

て
い
る
。
次

に
挙

げ
る
の
は
、
『権

記
』
長
保

三
年

、
一

月
九
日
条

で
あ
る
。

(世
尊
寺
)

(源
)

九

日
、
辛

亥
、
罷
出
、
参
院
、
赴
桃
園
、
式
部
丞
兼
宣
来
、
告
自

一
條
院

(山
城
)

有

召
之
由
、
即
参
、
仰

云
、

日
者
錐
有

云
く
之
説
、
未
承

一
定
之
間
、
左

大
臣
申
来
月
十

日
可
令
行
賀
事
給
之
由
、
而
近

日
天
下
不
静
、
病
死
之
輩

遍
満
京
中
、
只
偏
可
令
修
擁
実
事
給
之
比
也
、
若
以
有
旧
例
必
可
被
行
者
、

過
此
間
令
行
給
甚
可
宜
者
、
以
此
由
可
奏
者
、
即
参
入
、
奏
聞
、
仰
云
、

今
朝
自
院
有
仰
事
、
又
ロ
ハ今
有
此
仰
、

く
旨
可
然
、
而
賀
算
之
事
古
今
恒

例
、
不

可
獣
過
、
行
事

已
甫
、
為
之

如
何
、
相
定
可
申
、
可
仰
左
大
臣
者
、

即
詣
彼
第
伝

勅
命
、

即
被
申
云
、
御
賀
事
欲
令
行
給
、
尤
可
然
、
但
自
院
所
令
奏
給
亦
理
也
、
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抑
天
下
病
患
有
増
無
減
、
奉
仕
御
調
度
等
之
道
く
雑
工
等
皆
愁
此
病
、
奉

行
人
亦
如
此
、
期
日
已
迫
、
若
可
然
来
四
月
祭
後
揮
吉
日
、
令
行
給
可
宜

旨

(6
)

歎
者
、
即
還
参
、
奏
聞
此
旨
、
即
依
仰
旨
参
院
、
令
奏
承
由
退
出
、

当
時
、
東
三
条
院
詮
子

は

一
條
院

に
移

っ
て
い
た
が
、
女
院

は
こ
こ
に
行
成
を

召
し

て
次

の
よ
う

に
指
示
す

る
。
す
な
わ
ち
、
な
か
な
か
決
ま
ら
な
か

っ
た
賀

宴

の
日
取
り
を
、
左
大
臣
道
長

は
三
月
十

日
に
予
定
し
た
が
、

こ
れ

に
対
し
女

院

は
疫
病
が
流
行
し

て
い
る
た
め
延
期

す
る
旨
を

…
条
帝

に
伝

え
る
よ
う

に
申

し

つ
け
た

の
で
あ
る
。

一
方
、
女
院

の
賀
宴
延
期

の
申
し
出
を
辞

退

の

ニ
ュ
ア

ン
ス
で
受
け
取

っ
た

一
条
帝
は
、
賀
宴
を
せ
ず

に
済

ま
す
こ
と
は

で
き
な
い
と

い
う
意
向
を
添
え

て
、
道
長

に
最
終
決
定
を
下
す
よ
う
命

じ
た
。

そ

こ
で
、
賀

宴

の
決
定
権
を
委

ね
ら
れ
た
道
長
は
、
女
院

と

一
条
帝
、

双
方

の
意
向

を
汲

ん

で
、
賀
宴
を

ひ
と
ま
ず
延
期

す
る

こ
と
と
し
、

賀
宴

は
賀
茂
祭

以
後

の
吉

日
を

選
ん

で
行

わ
れ
る

こ
と
に
な

っ
た
。
東

三
条
院

四
十
賀

の
表
向
き

の
主
催
者

は

一
条

帝
だ
が
、

道
長
も
主
催
者
的
立
場

で
活
躍

し
て
い
た
こ
と

が
わ
か

る
。

こ
こ
で
東

三
条
院

の
晩
年

に

つ
い

て
触
れ

て
お

こ
う
。
女

院

は
、
正

暦

二

(
99
)
年
九
月
十
六

日
に
病
気

の
た
め
落
飾
。

そ
の
後

は

一
条
帝

の
母
后
と
し

て
政
界

に
絶
大
な
権
勢
を
保
ち
な
が
ら
も
、
寺
社
詣

で
に
余
念
が
な
く
、
四
十

賀

の
こ
の
年
も
、
賀
宴
と
相
前
後
し

て
石
山
詣

で
を
行

っ
て
い
る
。
し
か
し
、

女
院

の
体
調
は
す
ぐ
れ
ず
、
特

に
九
月
頃
か
ら

は
不
調
が
続
き
、

つ
い
に
同
年

閏
十

二
月

二
十

一
日
に
亡
く
な
る

こ
と

に
な
る
。

こ
れ
は
、
四
f
賀
宴
か
ら
ほ

ぼ
三

ヶ
月
後

の
こ
と

で
あ
る
。

つ
ま
り
、
東
三
条
院
四
十
賀

に
あ
た
る
年

は
、

疫
病

の
流
行

に
加
え

て
、
女
院

の
病

気
も
思
わ
し
く
な
い
と
い
う
、
算
賀

を
催

す
に
は
不
都
合

な
状

況
が
続

い
た

の
で
あ
る
。

三

 

さ

て
、

こ
の
よ
う
な
状

況

の
中

で
、
東

三
条
院

四
十
賀

の
屏
風
歌

は
、

ど
の

よ
う

な
方

針

で
詠

作
さ

れ
た

の
だ

ろ
う
か
。
屏
風

歌

に
関

わ

る
記
事

と
し

て

は
、
ま
ず
、

『
権
記
』
長
保

三
年
十
月
七

日
条

が
挙

げ
ら
れ
る
。

A

参
大
内
、
今

日
御
賀
試
楽
也
、
依

召
候
御
前
、
有

勅
見
右
少
弁
輔
サ

・

(橘
)

(藤
原
)

(源
)

伊
賀
守
為
義

・
前
越
前
守
為
時

・
蔵
人
道
済
等
所
進
御
屏
風
和
歌
、

東

三
条
院

四
十
賀

の
試
楽

の
日
、
行
成

は

一
条
帝
か
ら
、
輔
サ
、
為
義
、
為
時
、

道
済
ら

が
詠
進
し
た
屏
風
歌
を
見
る
よ
う
命
じ
ら
れ
る
。
以
下
、

こ
れ
ら

の
人

物

に

つ
い
て
、
簡
単

に
触
れ

て
お
く
。
ま
ず
輔
サ
は
、
六
位
蔵
人
、
式
部
丞
か

ら
、
後

に
左
少
弁
と
な
り
、
東
宮
昇
殿
を
許
さ
れ
る

こ
と

に
な
る
人
物

で
あ
る
。

(7
)

ま

た
為
義

は
、
福
井
迫
子
氏

に
よ
る
と
、
橘
氏

で
、
叔
母

に

一
条
天
皇

の
乳
母

と
し

て
有
名
な
橘
三
位
を
も

つ
人
物

で
あ
る
。
蔵
入

所
雑
色
文
章

生
か
ら
敦
康

親
王

の
家
司

に
な
る
が
、
本
来
は
道
長
家

の
家

司
だ

っ
た
ら
し

い
。
そ
し

て
為

時
は
、
言
う
ま

で
も
な
く
紫

式
部

の
父

で
、
長
徳

二
年
正
月

に
下
国

の
淡
路
守

に
任
じ
ら
れ
た

の
が
不
満

で
、

一
条

帝

に
申
文

を
奉

り
、

そ
の
名
句

に
よ
り
越

前
守

に
か
え
ら
れ
た
と
い
う

エ
ピ

ソ
ー
ド
は
よ
く
知

ら
れ

て
い
る
。
東

三
条
院

四
十
賀

の
時

は
、
越
前
守

の
任
期
を
終

え
帰
京
後
、
職

の
な

い
時

で
あ

つ
た
。

最
後

の
道
済

は
、
歌
人
、
源
信
明

の
孫

で
、
文
章
生
出
身

の
蔵
人

で
あ

る
。
東

三
条
院

四
十
賀

の
折
も

一
条
帝

の
身
辺

に
い
て
、
大
き
く
賀

の
実
務

に
関
与
し

て
い
た
。

こ
の
よ
う

に
、

こ
れ
ら

四
人

に
共
通
す

る
の
は
、

一
条
帝
や
道
長
周
辺

の
蔵
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人
や
家
司

ク
ラ
ス
で
、

い
わ
ゆ

る
専
門
歌
人
と
言
わ
れ
る
階
層

の
人

々
で
あ
る

と

い
う
点

で
あ
る
。
先

の

『
権
記
』

の
記
事

に
、
「
輔
サ

・
為
義

・
為
時

・
道
済

等
」
と
あ
る
と

こ
ろ
か
ら
、
他

に
も
同
じ
よ
う

に
、
試
楽

の
日
以
前
に
屏
風
歌

を
詠

ん

で
献
上

し

て
い
た
人

々
が
い
た
は
ず

で
あ
る
が
、

そ
れ
ら
の
人

々
も

こ

の
四
人

が
属

す
る
階
層

か
ら
そ
う
逸
脱
す

る
も

の
で
は
な
い
と
思

わ
れ

る
。

ま

た
、
『
輔

サ
集
』

39
～

44
番

に
載

る
、

こ
の
時

の
屏
風
歌

の
詞
書

に
は
、

東

三
条
院

の
御
賀

の
屏
風

の
歌
た

て
ま

つ
れ
と
人
く

に
め
し
け
れ
は
、

そ

の
中

に
て
た

て
ま

つ
る
、

と
記
さ
れ

て
い
る
が
、

こ
こ
の

「人

く

」

も
、
先

の

『権

記
』

の
記
事

と
同

じ
、
専
門
歌
人
層
を
指

す
も

の
だ
ろ
う
.
猶
、
彼

ら
が
、
決

し

て
帝

を
は
じ
め

と
す
る
貴
人

の
御
前

で
屏
風
歌

を
詠

ん
で
い
る
の

で
は
な

く
、
自
分

の
詠
歌
を

書

い

て
、
前

も

っ
て
献
上

し

て
い
る
点

に
注
意

し

て
お
き

た
い
。

さ

て
、

同

じ
試

楽

の
日
、

試
楽

や
そ

の
後

の
酒
宴

な
ど
が

み
な
終

了
し

て

各

々
が
退
出
し

た
後
、
行
成
ら

は

一
条
帝

の
御
前

に
残

っ
た
。

B

事
詑
各
退
出
、
撤
御
装
束
後
、
左
大
臣

・
内
大
臣
・
左
衛
門
督
井
金
吾
召

候
御
前
、
左
大
臣

・
左
金
吾
詠
御
屏
風
和
寄
、
了
退
出
、

三
條
院
御
賀
試

楽
事
)

に
も
見
え
る
。

ぢ

戌
終
事
畢
、
各

く
退
出
、
伝
聞
、
□
圓
御
屏
風
和
寄
云

短

こ
の
記
事

に
は
欠
字
が
あ

る
た
め
、
「
御
屏
風
和
寄
」
を
め
ぐ

っ
て
何
が
な
さ
れ

た

の
か
定
か

で
は
な

い
。
し
か
し
、
先

の

『
権
記
』

の
記
事

と
照
ら
し
合

わ
せ

る
と
、

屏
風
歌
を
詠

ん
だ
と

い
う
意
味

の
記
事

と
見
ら
れ
る
。
実
資

は
御
前

に

残
る

こ
と
は
せ
ず
、

後

に
屏
風

歌
が
詠

ま
れ
た

こ
と
を
人
づ

て
に
聞

い
た
の

で

あ
る
。

B

の
記
事

で
屏
風
歌

を
詠

ん
で
い
る
の
が
、
道
長
、
公
任
と

い

っ
た
公

卿

で
あ
る
と
い
う
点

で
、

A
の
記
事

の
専
門
歌
人
層
と

は
対
照
的

で
あ

る
。

そ
し
て
試
楽

の
翌

日
、
十
月
八

日
の

『
権
記
』

に
は
、
最
終
的

に
歌
を
採
用

さ
れ
た
歌
人

と
そ
の
歌
数

が
記

さ
れ

て
い
る
。

C

(為
尊
親
下
)

(術
力
)

(大
中
臣
)

八

日
、
詣
揮
正
宮
、
参
左
府
、
被
奉
寄
和
寄
二
首
、
又
祭

主
輔
親

所
進
和

寄
十

二
首
、
同
付
余
被
奏
、
余
参
内
、
於
弓
場
殿
、
招
出
蔵

人
道
済
、

令

奏
事
由
、

於
弘
徽
殿
東
庇
、

書
御
屏
風

四
帖
和
歌
十

二
首
、

〔左
大
臣

三

(源
)
[澄
力
]

首
、
輔
サ

一
首
、
兼
隆
三
首
、
輔
親

一
首
、
為
時

一
首
、
為

義
二
首
、
道

隆

一
首
、
〕
令
奏

覧
、
依

勅
候
弓
場
殿
、
給
御
衣
、
拝
舞
退
出
、
帰
宅
、

[済
力
」

㈱

〔

〕

内

は
割

注

。
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こ
れ
は
、
先

に
挙

げ
た

『
権
記
』

の
記
事

の
続

き

で
、

長
保

三
年
↑
月
七

日
条

の
最
後

の
部
分
。

こ
こ
で
は
、

左
大

臣
道
長

を
は
じ
め
、
内
大
臣
公
季
、
左
衛

門
督
公
任

と
金
吾
ー
右
衛
門
督

を
指
す
と
す

れ
ば
斉
信
1

が

一
条
帝

の
御
前

に

集

い
、

こ
の
う
ち
道
長

と
公
任

が
屏
風
歌

を
詠

ん
で
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、
次

に
挙
げ

る
よ
う
に
、
簡
略

な
が
ら

『
小
右
記
』

(小
右
記
逸
文

〔野
府
記
〕
七
東

こ
の
日
に
な

っ
て
、
道
長
が

二
首
、
輔
親
が
十

二
首

の
歌
を
詠
進
し
、
お

そ
ら

く
そ
れ
ら
を
も
含
あ

て
撰
歌
し

た
結
果
、
採
用

さ
れ
た

の
が

こ
こ
に
列
挙
さ
れ

た
七
名

の
歌
、

十

二
首

だ

っ
た
。

『権

記
』

の
記
事

に
は
人
名

の
誤
り
が
あ
る

(9
)

が
、
既

に
杉
崎
氏

に
よ

っ
て
改
訂
さ
れ
た

の
に
従

っ
て
見

て
み
る
と
、
先

に
触

れ
た
輔
歩
、
為
時
、
為
義
、
道
済

の
他

に
、
道
長

と
兼
澄
、

そ
し

て
輔
親

の
歌



が
採

用
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
。

道
長

は
三
首
採

ら
れ

て
い
る
の

で
、

こ
の
日
提

出

し
た
二
首

以
外

に
も
、
前
も

っ
て
歌
を
提
出

し
て
い
た
と
見

ら
れ
る
が
、

こ

の
点

に

つ
い
て
は
後
述
す

る
。

ち
な

み
に
、
現
在
確
認

さ
れ

る
東

三
条
院

四
十

賀
屏
風
歌

は
、
公
任
歌

(『
公
任
集
』
鵬
～
鋤
番
)
、
輔

サ
歌

(『
輔
サ
集
』
39
～

44
、
56
番
、
『
栄
花
物
語
』
巻
第
七
と

り
べ
野
)
、
道
済
歌

(『
道
済
集
』
75
～

86

番
)
、
兼
澄
歌

(『
栄
花
物
語
』
巻
第
七
と

り
べ
野
、
『
後
拾
遺
集
』
螂
番
)
、
輔

親
歌

(『
夫
木
抄
』
罎
番
)

で
あ
る
。
C

の
記
事

に
、
最
終
的

に
採
用
さ
れ
た
歌

数
が
十
二
首
と
あ
る

の
で
、

こ
の
時

の
屏
風

は
月
次
屏
風

で
あ

っ
た
と
推
測
さ

れ

る
が
、
そ

の
屏
風
絵

の
全
体
像
を
捉
え
る

に
は
、
月
次
屏
風

の
形
式
を
比
較

的
保

っ
て
東

三
条

院

四
十

賀
屏
風
献

上
歌

を
収
め

る
と
見
な

し
う

る

『輔

サ

集
』
、
『
道
済
集
』

が
参
考

に
な
る
○

輔

サ

集

39

東
三
条
院

の
御
賀

の
屏

風

の
歌
た

て
ま

つ
れ
と

人
く

に
め
し
け
れ

は
、

そ

の
中

に

て
た
て

ま

つ
る
、
正
月
、
人

の

家

に
や
り
水

に
む

め
の

花

さ
け
り
、
う
く

ひ
す

を
き
く

や
と
ち
か
く
う

へ
て
し

は
な

の
か

ひ
あ
り

て

け

ふ
う
く

ひ
す

の
は

つ
ね
を
そ
き
く

道

済

集

75

U

は
な

の
木
を
う

ゑ
し
も
し
る

く
春
く
れ

は

ま

つ
う
く

ひ

す

の
こ
ゑ
を
き

ゝ

つ
る

4041424344

二
月
、

子
日
す

る
所

に

く
る
ま
よ
り
を
り

て
こ

ま

つ
(享
分
空
白
)ひ
く

ひ
と
も
と

に
ち
と

せ
こ
も
れ

る

ひ
め

こ
ま

つ

て
こ
と

に

ひ
け
る
ほ
と
を
し
ら
な
ん

三
月

、
む
ま
と
め

て
は

な
み
る

わ
か
こ
ま
を
と

ゝ
め
て
お
れ

る
や
ま
さ
く
ら

み
や
こ
の

は
な

に
く
ら

へ
つ
ゝ
み
ん

四
月
、
ま

つ
り

の

つ
か

ひ
た

つ

よ
そ

に
の
み

ゝ
わ
た
り
き

つ

る
あ
し
ひ
き

の

や
ま
ゐ

の

こ
ろ
も
け
ふ
そ
(以下
空
自)

五
月
、

ま
ら
う
と
、
女

の
も
の
い
り
や
の

つ
ま

に
な

て
し
こ
さ
き

た
り

と

こ
な

つ
の
は
な

に
よ
り

こ

そ
あ

や
め
く

さ

ね
も

み
ぬ

や
と
を
た

つ
ね

て
も
く
れ

六
月
、

は
ら

へ
す
る
所

し

ろ
た

へ
に
か
は
せ

の
な
み

も
う
ち
か
さ
ね

神

の
み
ぞ

7677787980

子

日

ひ
め

こ
松
お

ほ
か

る
の

へ
に

ね

の
日
し

て

こ
ゝ
う

に
千

代
を
ま
か
せ

つ
る
哉

た
ひ
人

、
山
里
を
見

る

ち

り
は
て

ゝ
の
ち

や
帰
覧

ふ

る
さ
と
も

わ
す
ら
れ

ぬ

へ

き
山
さ
く
ら
哉

今
日
く
れ
は
か
さ
す
あ
ふ
ひ

は
ち
は
や
ふ
る

神

に

つ
か

ふ
る
し

る
し
な
り
け
り

五
月
、
あ
や
め
ふ
く
い
ゑ

年

こ
と

の
今

日
に
お

ひ
そ
ふ

あ
や
め
草

ひ
く
ら
ん
ぬ
ま

の
み
ま

ほ
し
き
か
な

六
月
、
は
ら

へ

み
な
川

の
た
ゆ
る
世

も
あ
ら

し
年

こ
と
の

な
こ
し
の
は

一28一



56

き
の
し
る
し
あ
る
か
も

東
三
条
院

の
御
賀

、

一

条
院

の
し
給

に
、

屏
風

の
歌
、
八
月
十

五
夜

あ
ま

の
は
ら
や
と

は
ち
か
く

も

み
え
ね
と
も

か

よ
ひ
て

す
め

る
あ
き

の
よ

の
月
か
な

ら

へ
こ

ゝ
に
き

て
せ
ん

七
月
七

日

さ
夜

ふ
け

て
あ

ひ
や
し
ぬ
ら
如
本

ん
た
な
は
た
も

よ
そ

ひ
と

も
ま
た
れ

こ
そ
す
れ

八
月
十
五
夜

と
し

こ
と

に
秋

の
す
く
れ

て

お

ほ
ゆ

る
は

こ
よ
ひ
の
月

の
見
す
る
な
り
け
り

九
月

九
日

を
る
人
は
よ
は
ひ
を
の
ふ
と

き
く
な

へ
に

ち
る
こ
と
し

ら
ぬ
き
く

の
花
か
な

冬
、
も

み
ち
す

る
家

日
を

ふ
れ
と
あ
か
す
も
あ

る

か
な
紅
葉

ゝ
の

ひ
る
た

ひ

こ
と

に
色

の
ま
さ
れ
る

十

一
月

(
神

ま

つ
り
す

る
家

神
代

よ
り
い
は
ひ
そ
め
て
し

あ
し

ひ
き

の

山

の
さ
か
き

は
色
も
か

は
ら
す

ゆ
き
ふ
る
家

86

松

の
う
ゑ

に
ふ
る
し
ら
雪

の

か

つ
き
え

て

ち
よ
は
か
く

れ
ぬ
も

の
に
そ
有

け
る

猶
、
『
道
済
集
』

に
は
、
い

つ
、
何

の
た
め
に
詠
ま
れ
た
歌
群

な
の
か
明
記
さ
れ

な
い
け
れ
ど
も
、

こ
の
歌
群

の
中

に
は
、
後
世

の
勅
撰
集
、
私
撰
集

に
、
東

三

条
院

四
十
賀

屏
風
歌

と
し

て
採

ら
れ

て
い
る
歌

が
存
す

る
こ
と
か

ら
、

こ
の
歌

群
全
体
を
、
『
輔
サ
集
』
同
様
、

一
連

の
東
三
条
院

四
十
賀
屏
風
歌
と
見
倣
す

ご

(
10
)

と

が
許

さ
れ

よ
う
。

さ
て
、

C
の
記
事

で
初
め

て
登
場
す
る
兼
澄
と
輔
親
は
、
当
時

の
代
表
的
な

受
領
層
歌
人

で
あ

る
。

そ
う
す

る
と
、
彼
ら

は
、
先

に
触
れ
た
輔
サ
、
為
時
、

為
義
、
道
済
と
同
様

に
専
門
歌
人

で
あ
り
、
従

っ
て
、
最
終
的

に
屏
風
歌
を
採

用
さ
れ
た
歌
人
た
ち

は
、
道
長
を
除
け
ば
す

べ
て
専
門
歌

人

で
あ
る

こ
と

に
な

る
。
そ
れ
は
、
た
と
え
ば
長
保
五
年

の
道
長
歌
合

に
も
見

ら
れ
る
よ
う
な
、
道

(
11
)

長
と
、
彼
に
親
近
す
る

メ
ン
バ

ー
で
横
成

さ
れ

て
い
る
と
言

っ
て
も
よ
い
。

だ

か
ら
、
専

門
歌

人
た
ち
の
歌

の
中

に
道
長

の
歌

が
三
首
も
入

っ
て
い
る
の
は
、

道
長

の
公
卿
と
し

て
の
身
分

ゆ
え
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
、

こ
の
賀
宴

の
主
催

者

と
し

て
の
道
長

が
、
東

三
条
院

へ
の
敬
意
を
表
す

た
め

に
寿

い
だ
も

の
で
、

他

の
専
門
歌
人

た
ち
よ
り
も
優
先
的

に
採
歌

さ
れ
た
か

ら
だ
と
解
す

る
の
が
妥

当
だ

ろ
う
。

こ
の
よ
う

に
し
て
、
東
三
条
院

四
卜
賀
屏
風
歌

は
撰
歌
さ
れ
、
屏

風

は
完
成

し
た
の
で
あ

る
。

四

東
三
条
院
四
十
賀
屏
風
歌

に
お

い
て
最
終

的

に
採
用
さ
れ
た

の
は
、
道

長

の

他
は
六
人

の
専
門
歌
人
た
ち

の
歌

で
あ

っ
た
。
そ
の

一
方

で
、

あ
ら
か
じ
あ
屏
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風
歌
を
準
備
し
、
そ

の
上
、
帝

の
御
前

で
屏
風
歌
を
詠

ん

で
い
る
公
任

の
歌

が
、

屏
風

に
書

か
れ

な
か

っ
た

の
は
な

ぜ
か
。

こ

の
点

に

つ
い

て
は
、
杉
崎

氏

に

よ

っ
て
、

"身

分
無
視
、
実
力
重
視
"
と
い
う
撰
歌
基
準

が
指
摘

さ
れ
、
次

の
よ

う
に
述

べ
ら
れ
て
い
る
。

然
も
公
任
「
長
保
六

(「
元
」
の
誤
り
…
筆
者
注
)
年
十
月

に
は
正

四
位
下

参
議

に
過
ぎ

な
か

っ
た
の
に
、

.
一年
後

の
長
保

三
年
十
月

に
は
従
三
位
中

納

言
に
昇
進

し
て
い
て
堂

々
た
る
上
達
部

で
あ

っ
た
「
が
御
前

に
於

い
て

和
歌
を
詠
じ

て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、

そ
の
和
歌
が
採
用
さ
れ
な

い
で
、
身

分
低
き
人

々
の
和
歌
を
道
長

の
そ
れ

に
伍
せ
し
め

て
色
紙
形

に
書
か
し
た

と

い
う

こ
と

は
軽

々
に
見
逃
せ
な

い
。
思
う

に
、

こ
れ
は
身
分

に
関
す
る

問
題

で
は
な
く
し

て
、
歌
人
と
し

て
世
上

に
認
め
ら
れ

て
い
た
か
否

か
と

い
う
問
題

で
は
な
か
ろ
う
か
。

(波
線
筆
者
。
)

後
世

の
視
点
か
ら
、
あ
る
歌
人
が
そ

の
当
時

「
歌
人
と
し

て
世

上

に
認
め
ら
れ

て
い
た
か
否

か
」

を
客
観

的
に
見
定

め
る

こ
と
は
、
容
易

な
こ
と

で
は
な

い
。

し
か
し
先

に
触
れ
た
よ
う
に
、

公
任

の

『拾
遺
抄
』
編
纂

は
こ
の
頃

ま
で
に
終

了
し

て
い
た
ら
し
い
し
、

ま
た
、
公
任

が
東

三
条
院

四
十
賀

の
二
年
前

に
彰
子

入
内
屏
風
歌
と

し

て
、

「
紫

の
雲
と

そ
見

ゆ
る
藤

の
花

い
か
な
る
宿

の
し

る
し

な

る
ら
む
」

と
い
う
歌
を
詠

み
、
世
間

の
評
判
と
な

っ
た
こ
と
を
思

い
起

こ
す

時
、
東

三
条
院

四
十
賀
当
時
、
公
任
が
歌
人
と
し

て
認
め
ら
れ

て
い
な
か

っ
た

と

は
お

よ
そ
考

え
ら
れ
な

い
。
と
す
れ
ば
、
公
任

の
歌
が
最
終
的

に
屏
風

に
書

か
れ

て
い
な

い
の
は
、
公
任
が
歌
人
と
し

て
世
間

に
認
め
ら
れ

て
い
な
か

っ
た

か
ら

で
は
な
く
、
杉
崎
氏
が
用

い
ら
れ
た

の
と
は
全
く
逆

の
意
味

で
の

「身

分

に
関
す

る
問
題
」
、
つ
ま
り
、
屏
風
歌
を
詠
ん

で
正
式

に
献
上
す
る

に
し

て
は
高

す
ぎ

る
公
卿

と
い
う
地
位

に
そ
の
理
由

が
あ

る
と
考
え
ら
れ
な

い
だ

ろ
う
か
。

こ
こ
で
も

う

一
度

A
～

C
の
記
事
を
振
り
返

っ
て
み
よ
う
。

A
で
は
、

一
条

帝

や
道
長

に
親
近
し

て
い
る
専

門
歌
人

た
ち
が
、
前

も

っ
て
屏
風
歌
を
詠

作

し
、
提
出
し

て
い
た
。

…
方
、

B

(B
)

で
は
、
帝

の
御
前

で
公
卿
が
屏
風
歌

を
詠

ん
で
い
た
。

こ
の
試
楽

の
後

の

一
条
帝

の
御
前

で
の
屏
風
歌
詠
進

に

つ
い

て
、
平
野
氏
前
掲
論
文

で
は
、
屏
風
歌

の
詠
作
過
程

に
言

及
す
る
際

に
も
触

れ

ら
れ

て
い
な

い
し
、
ま
た
杉
崎
氏

の
場
合
も
、

こ
の
記
事

を
指
摘

さ
れ
る
も
の

の
、
取
り
立

て
て
の
考
察
は
見
ら
れ
な

い
。
B

(
B
)

の
記
事

が
、
東

三
条
院

四
十
賀
屏
風
歌

の
詠
作
過
程

の
中

に
ど
う
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か
、
難

し
い
と

こ
ろ
で
は
あ

る
。

一
つ
の
案

と
し

て
福

井
氏
前

掲
論
文

で
は
、

B
の
記
事

の

(
13

)

「
詠
」
字

が

「撰
」
字

の
誤
写

で
あ
る
可
能
性

が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
も

っ
と

も

こ
の
案

は

一
応
考
慮

さ
れ
た
だ
け
で
、
結
局

『権
記
』

の
本
文
を
尊
重
し
、

「詠
」
字

と
し

て
考
察

は
進

め
ら
れ
て
い
る
が
、
仮

に
こ
の
誤
字
説
を
と

る
と

す
る
と
、
東

三
条
院

四
卜
賀
屏
風
歌

の
場
合
、
屏
風
歌

の
撰
者

は
誰
な

の
か
、

ど

の
段
階

で
撰
歌

し
た

の
か
と

い
う
点

が
、

占
記
録
類

に
明

記
さ
れ
な

い

の

で
、

B
の
記
事
を

そ
れ
と
想
定
す

る
こ
と
が

で
き
る
わ
け

で
あ
る
。
し
か
し
、

「詠
」
「撰
」
両
者

の
草
体

の
類
似

は
そ
れ

ほ
ど
認
め

ら
れ
ず
、
ま
た

「詠
」
を

「
撰
」
と
す

る

『
権
記
』
本
文
を
未
だ
見
な

い
の
で
、
や
は
り
福
井
氏
同
様
、

(
14
)

「
詠
」
字
と
認
め

て
誤
字
説
を
と
ら
な

い
方
が
妥
当

で
あ
る
と
考
え
る
。

そ

こ

で
改
め

て
B

(B
)

の
記
事
を
、
次

の
よ
う
に
解
釈
し

て
み
た
。
す
な
わ
ち
、

蔵
人
、
家
司

ク
ラ
ス
の
人
々
が
前
も

っ
て
提
出

す
る
よ
う
に
求

め
ら
れ

て
い
る

屏
風
歌
が
、
実

際

に
屏
風
に
書

く
た
め
の
も
の

で
あ
る
の
に
対

し
て
、

こ
の
試

楽

の
後

の

一
条

帝

の
御
前

で
の
屏
風
歌
詠
進

は
、
部
屋

の
調
度
、
設
備

の
類
を

取

り
去

っ
た
後
行

わ
れ
た
も
の
で
、
必
ず
し
も
屏
風

に
書
く

た
め

の
歌
を
披
露

し
た
公

の
場

で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。
仮

に
こ
の

一
条
帝

の
御
前

で
の
詠
歌
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が
、
屏
風

に
書
く
た
め

の
屏
風
歌
を
詠
進
す
る
正
式
な
機
会

で
あ

っ
た
の
な
ら

ば
、
C

の
記
事

に
記
さ
れ
る
よ
う
に
、

道
長

は
試
楽

の
翌

日
、
改

め
て
自

ら
の

詠
歌
を
帝

に
献
上
す
る
必
要
は
あ
る
ま
い
。
道
長

が
こ
の
日
、
自

ら
の
詠
歌
を

献
上
し
た

の
は
、
か
ね

て
か
ら
準
備

し

て
お
い
た
歌
か
、
或

い
は
前

日
に
御
前

で
詠
ん
だ
歌

を
、
屏
風
に
書

く
た
め
の
歌

と
し
て
正
式

に
提
出

し
た
と

い
う

こ

と
だ

っ
た
か
ら
な

の
だ
ろ
う
。

ま
た
、
道
長

が
こ
の
日
詠
進

し
た
の
は
二
首

の

歌

で
、
採

用
さ
れ
た
の
は
三
首

で
あ

る
か
ら
、
彼

は
こ
れ
以
前

に
も
、
自
ら

の

詠
歌

を
提
出

し

て
い
た
と
見

ら
れ
る
が
、

そ
れ
と

B

(
B
)

の

一
条
帝

の
御
前

で
の
詠
歌

と
は
、
同

じ
機
会

で
は
な
い
と
思

わ
れ

る
。
も
し

そ
う

で
な
け
れ
ば
、

一
条
帝

の
御
前

で
道
長

と
同
様

に
屏
風
歌
を
詠

ん
だ
公
任

の
歌
が
採
用
さ
れ

て

い
な
い
の
は
、

不
自
然
だ

か
ら

で
あ

る
。

つ
ま

り
、

一
条
帝

の
御
前

で
の
道
長

と
公
任

の
屏
風
歌
詠
進

は
、

そ
の
事
だ

け
を
取
り
出
す
な
ら
ば
、
蔵
人
、
家
司

ク
ラ

ス
の
人

々
の
屏
風
歌
詠
進
と

は
全
く
別

の
次
元

で
捉
え
ら
れ
る

べ
き
事
柄

だ

っ
た
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
東
三
条
院

四
十
賀
当
時
、
帝

の
御
前

に
仕
候
す

る
殿
上
人

は
御
前

で
の
詠
歌

の
機
会

に
恵
ま
れ

る
が
、

一
方
、
下
層
階
級

の
専

門
歌
人

た
ち

は
、

い
わ

ゆ
る
歌

の
職
人
と
な

っ
て
、
依
頼
さ
れ
た
歌
を
詠
ん

で

献
上
す

る
と

い
う
、
貴
族
層
歌
人
と
専
門
歌
人
と
が
並
存
す
る
歌
壇

の
状
況
が

看
取
さ
れ

る
の
で
あ

る
。

彰
子
入
内
屏
風
歌
を
詠
進
し
た

こ
と

一
つ
を
と

っ
て
み

て
も
、
公
任

の
歌

人

と
し

て
の
名
声

は
確
固
た

る
も

の
で
あ

っ
て
、
仮

に
東
三
条
院
四
十
賀

屏
風
歌

に
お

い
て
も
同
じ
基
準

で
歌
人
が
選
定
さ
れ
る
な
ら
ば
、
公
任
は
屏
風
歌
を
召

さ
れ
る

べ
き
存
在
だ

っ
た

は
ず

で
あ
る
。
晴

の
屏
風
に
和

歌
を
依
頼

さ
れ
る
と

い
う

こ
と
は
、
身
分

の
問
題
を
抜
き

に
す
れ
ば
、
歌
人

に
と

っ
て
の
名
誉

で
あ

る
に
は
違

い
な

い
。
し
か
し
、
東
三
条
院
四
十
賀
屏
風
歌

を
実
際

に
提
出

し
た

こ
と
が
現
在
確
認

で
き
る

の
は
、
道
長

の
他
は
蔵
人
、
家

司
、
受
領

ク
ラ

ス
の

専
門

歌
人

の
み

で
あ

る
。

専
門
歌
人

層

へ
屏

風
歌
を
依

頼
す

る
と

い
う
方
針

は
、
当
初

か

ら
あ

っ
た
も

の
と
見

る
の
が

ま
ず
妥
当
な

と

こ
ろ

で
は
あ

ろ
う

が
、
彰
子
入
内
屏
風
歌

で
公
卿
以
上

の
身
分

の
者

に
屏
風
歌
詠
進

を
求

め
た
の

が
、
他
な
ら

ぬ
道
長

で
あ
る

こ
と
か
ら
考
え
る
と
、

あ
る
い
は
東

三
条
院

四
卜

賀
屏
風
歌

に
お

い
て
も
、
当
初
は
公
卿
層

の
歌
人

を
選

ぼ
う
と
し

て
い
た
可
能

性
も
、
全
く
否
定
し

て
し
ま
う

こ
と
は

で
き
ま

い
。

し
か
し
仮

に
そ
う
だ

と
し

て
も
、
前
述

の
通
り
賀
宴
が
延
期
さ
れ
る
事
態

と
な

っ
た
た
め
、
後

に
方
針
を

変
更
し

て
、
屏
風
歌

の
詠
者
を
無
理

に
公
卿
ク

ラ
ス
に
す

る

こ
と
な
く
、
実
質

的
な
主
催
者

で
あ
る
道
長

の
身

辺

の
、
短
期

間

で

一
定
水
準

の
歌
を
詠
ま

せ
る

こ
と
が

で
き
る
専
門
歌
人

層

に
し
た

の
は
、
穏
当

な
処
置

と
言

え
る
だ

ろ
う
。

そ
う
す
る
と
、
道
長

が

こ
の
時

に
屏
風
歌

を
献
上

し
た
の
は
、
前
述

の
通

り
、

彼

の
歌
才
や
身
分

の
高
さ
か
ら

で
は
な
く
、

こ
の
時
屏
風
歌
を
詠
進
し
た
歌
人

層
と
は
全
く
別
格
に
、
賀
宴

の
主
催
者
的
立
場
か

ら
寿
ぎ

の
気
持
を
表
し
た
も

の
で
あ
り
、
従

っ
て
、
道
長

以
外

に
屏
風
歌

を
詠

ん
だ

の
が
、
蔵
人
、
家
司
、

受
領

ク

ラ
ス
の
専
門
歌
人

で
あ
る
中

で
、
階
層

の
異
な

る
、
当
時
従
三
位

の
公

任

が
公
式

に
屏
風
歌

を
召

さ
れ
た
と
は
、
極

め
て
考
え

に
く
い
の
で
は
な

い
だ

ろ
う
か
。

公
任

自
身

に
は
ま
し
て
、
身
分
柄
、
専
門
歌
人

の
メ
ン
バ
ー
に
割
り

込
も
う
と
い
う
意
識

は
な
か

っ
た
と
推
測

さ
れ

る
。
『
公
任
集
』
謝
番

の
、
「
も

し
も
や
と

て
ま
う
け
給

へ
り
け
れ
と
も
、

さ
も
あ

ら
さ

り
」
と

い
う
詞
書

は
、

今

回
も
彰

子
入
内
屏
風
歌

と
同

じ
よ
う

に
公

卿
ク
ラ
ス
に
屏
風
歌
を
依
頼
さ
れ

る
か
も
し
れ
な
い
こ
と
を
予
想

し
た
公
任

の
側

は
、
自
身

の
詠
歌
を
準
備
し

て

い
た
け
れ
ど
も
、
結
果
的

に
専
門
歌
人
層

へ
の
依
頼
と

い
う

こ
と

に
な
り
、
公

任

に
は
正
式
な
屏
風
歌

の
依
頼
な
く
終
わ

っ
た
と

い
う
状
況
を
表
し

て
い
る
と

思

わ
れ
る
。

猶
、
東

三
条
院

四
十
賀
屏
風
歌

に
お
け

る
公
任

の
歌

の
採
否
を
め
ぐ
る
問
題
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(
15
)

に

つ
い
て
は
、

既
に
福
井
迫
子
氏

の
論
考

が
あ
る
。
し
か
し

こ
こ
で
は
、
史
料

大
成
本

の

『権

記
』

が
用
い
ら
れ
た
結
果
、
最
終
的

に
歌
を
採
用
さ
れ
た
歌
人

の
歌
数

の
合
計

が
十

一
首

と
な
り
、
月
次
屏
風

の
歌
、
十

二
首

に
は

一
首
足
り

な
い

こ
と
に
な
る
た
め
、
不
足
分

の

一
首
を
公
任

の
歌
と
想
定
す

る
見
解
が
述

べ
ら
れ

て
い
る
。

(
B
の
記
事
を
ふ
ま

え
て
…
筆
者
注
)
し
た
が

っ
て
輔
親
や
兼
澄
ら
と
同

列

に
御
沙
汰
は
無
か

っ
た
も

の
の
、

つ
ま
り
、
家
集
所

収
歌

と
は
別
に
、

身
分
柄
か
ら
も
当
然

の
別
格

の
形

で
詠
進

の
機
会

を
得

た
、
と
解

し

(
…

中
略
…
)

(『
権
記
』
八
日
条
)
と
記
さ
れ
た
実
質
十

一
首

の

「後

の

一
首

は
公
任

の
和
歌

で
あ

っ
た
ろ
う
か
」

と
前
章

で
推
測

し
た
し
だ
い
で
あ

っ

た
。

公
任

に
は
、

「輔
親

や
兼
澄

ら
と
同
列

に
御
沙
汰

は
無
か

っ
た
」

け
れ
ど
も
、

「身
分
柄

か
ら
も
当
然

の
別
格

の
形
」
、
つ
ま
り

一
条
帝

の
御
前

で
の

「
詠
進

の

機
会
を
得

た
」
と
考

え
ら
れ

た
の
で
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
今

日
よ
り
よ

い

本
文
と
し

て
用

い
ら
れ

て
い
る
史
料
纂
集

で
は
、
採
用
さ
れ
た
歌

の
合
計
は
十

、
一首

で
あ

り
、
ま
た
、
仮

に
歌
数
が
足
り
な
く

て
も
、
公
任

の
名
が
脱
落

し
た

と
想
定
す

る
よ
り
も
、
歌
数

の
数
字

の
誤
写
と
考
え
る
方
が
蓋

然
性

が
高

い
と

見

て
、

こ
れ
ま

で
の
よ
う
な
考
察
を
行

っ
た
。

つ
ま
り
、
史
料

大
成
本

に
よ
れ

ば
、
公
任

に
は
他

の
専
門
歌
人
と
は
別
格

の
扱

い
で
屏
風
歌
を
詠
進
す

る
機
会

が
あ

っ
た
と
想
定

す

る
余
地

が
生

ま
れ

る
け
れ
ど
も
、
史
料

纂
集
本

に
よ
れ

ば
、
そ

の
よ
う
な
想
定

の
必
要

は
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
但

し
、
福
井
氏

の
、

公
任

に
は
他

の
専
門
歌
人

と
同
列

の
屏
風
歌
詠
進
依
頼

は
あ
り
得
な

い
と

い
う

見
方

に
は
、
全

く
同
感

で
あ

る
。

五

今
日
、
た
と
え
ば
増
田
繁
夫

氏
に
よ

っ
て
、

一
条
朝

以
前
に
お
い

て
は
、
晴

の
屏
風

に
書

か
れ

る
歌
な

ど
は
高
貴

の
人

は
よ
ま
ず
、
専
門
歌
人

に
よ
ま
せ
て
い
た
の
だ
が
、
長
保
元
年

の
道
長
女

の
彰
子

の
入
内
屏
風

に
は
、
花
山
院
以
下
参
議
藤
原
公
任
ら
が
よ
み
、
作

者
名

ま

で
記
入
す

る
と

い
う
状
況

に
な

っ
て
き

て
い
た
か
ら
、
和
歌

の
社

(16
)

会
的
意
味
も
以
前
と

は
異
な

っ
て
き

て
い
た
。

と
述

べ
ら
れ

て
い
る
よ
う

に
、
彰
子
入
内
屏
風
歌
を
専

門
歌
人

か
ら
貴
族
層
歌

人

へ
の
転
換
点

と
す

る
捉

え
方

が
定

説
化

し

つ
つ
あ

る
。

確
か

に

一
条
朝

以

後
、
彰
子
入
内
屏
風
歌
を
は
じ
め
、

長
和

四

(
510
)
年

の
道
長
五
十
賀

や
、
治

安
三

(
3201
)

年

の
倫

子
六
十
賀

に
見

ら
れ
る
よ
う
に
、
貴
族
層

の
歌
人

た
ち

が

屏
風
歌
を
詠
作
し
、
そ
れ
が
屏
風
に
書

か
れ
る
事
例

が
増

え
て
く
る
と

い
う

一

面

は
認
め
ら
れ
、
公
任
も
、
東
三
条
院

四
七
賀

か
ら
十
七
年
後

の
寛
仁

二

(
01
)

年

に
詠
作

さ
れ
た
、
摂
政
藤
原
頼
通
家
大
饗
屏
風
歌

で
は
、
輔
親
、
輔
サ
ら

の

専
門
歌
人

が
採
歌

さ
れ

る

　
方

で
、
道
長
と
と
も

に
自
ら

の
歌
を
採
ら
れ

て
い

る
。
こ
の
時
公
任

は
、
屏
風
歌

の
撰
者
だ

っ
た

こ
と
も
あ
り
、
『
栄
花
物
語
』
(巻

上

二
ゆ
ふ
し

で
)

に
記
さ
れ

る
如
く
、
他

の
専
門
歌
人
た
ち
と
は
別
格

に
自

ら

(17
)

の
歌
を
詠
進
し
た

の
で
あ

っ
た
。
だ
が

一
方

で
、

こ
の
説
に
若

干

の
例
外

が
存

す
る

こ
と

は
、
や
は
り
考
慮
す

べ
き
だ
と
思
わ
れ
る
。

た
と
え
ば
、

一
条
朝

以

前

に
お

い
て
、
貴
人
が
全
く
屏
風
歌

を
詠
ま
な
か

っ
た
の
か
と
言

え
ば

そ
う
で

は
な
く
、
藤
原
朝
忠

は
、
参
議

で
あ

っ
た
応
和

元

(
196
)
年

に
昌
子
内
親
王

の

「32一



裳
着

の
屏
風
歌
を
詠
ん

で
い
る
。
ま
た
、

一
条
朝

に
な

っ
て
か
ら
も
、
今

ま
で

考
察

し

て
き

た
東
三
条
院

四
卜
賀

屏
風
歌

の
よ
う

に
、
専

門
歌
人

が
主
力

と

な

っ
て
屏
風
歌
を
詠
作
す
る
場
合
も
存
す
る

の
で
あ
る
。
東

三
条
院

四
十
賀
屏

風
歌

で
は
、
公
任

の
側

で
は
屏
風
歌
を
詠
作

し

て
お
き
な
が
ら
、

そ
の
歌

が
屏

風

に
書
か
れ
た
形
跡
が
な

い
。
そ
れ
は

こ
の
屏
風
歌

の
場
合
、
専
門
歌
人

が
貴

人

の
御
前

に
出
る

こ
と
な
く
、
歌

の
職
人

と
し

て
屏
風
歌

を
詠

ん
で
奉
仕
す

る

と

い
う
伝
統
的
な
様
相
を
呈
し

て
お
り
、

公
卿

で
あ
る
公
任

が

一
歌
人

と
し

て

出
る
幕
は
な
か

っ
た
か
ら

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
点

で
東

三
条
院

四
十
賀

屏
風
歌

は
、

一
条
朝

以
後

の
記
録
類

に
残

る
事
例

と
し

て
例
外
的

で
は
あ

る

が
、

こ
れ
よ
り
二
年
前

の
彰

子
入
内

屏
風
歌

の
場
合
、
小
野
宮
実
資

が
記
し

た

『
小
右
記
』

の
記
事

に
よ

っ
て
、
身
分

の
高

い
者

は
屏
風
歌

な
ど
を
詠
む

べ
き

(
19
)

で
は
な

い
と

い
う
異
見
が
存

し

て
い
た

こ
と
を
考
慮
す

れ
ば
、
東

三
条
院

四
十

賀

の
時
点

で
は
、
ま
だ
専
門

歌
人

層
と
貴
族
歌
人
層

と
が
並
存

し
て
い
た

一
条

朝
以
前

の
様
相
を
引
き
ず
る

こ
と
に
な

っ
た
と
し

て
も
、
不
自
然

で
は
な

い
だ

ろ
う
。
そ
し

て
、

屏
風
歌
を
詠
進

す
る

こ
と
に
対
す

る
価
値
観

が
大
き
く
変
わ

り
始

め
た

こ
の
時
期

に
、
公
任

が
、
『
公
任
集

』
鵬
番

の
詞
書

か
ら
窮

え
る
よ
う

に
、
正
式

な
依
頼

が
来

る

の
に
備

え

て
、

屏
風
歌
を
あ

ら
か
じ
め
準
備

し
て
お

い
た
と

い
う

こ
と
は
、

結
果
的

に
は
こ
れ
ら
の
歌

が
屏
風
歌

と
し
て
用

い
ら
れ

る

に
至
ら
な
か

っ
た
に
せ
よ
、

屏
風
歌
詠
作

に
あ
た
る
歌
人
構
成

の
移

り
変
わ

り

に
沿

っ
た

一
件

と
し

て
、

興
味

深
い
事
実

で
あ
る
と
思

わ
れ
る
。

注

『蜻
蛉
日
記
』
中
巻
、
七
十
九
段

(新
日
本
古
典
文
学
大
系

藤
岡
忠
美
氏
に
よ
る
。

以
下
、
私
家
集
の
引
用
は

『私
家
集
大
成
』
に
よ
る
。

鵬
～
斯
頁
)
。

『和
歌
大
辞
典
』

(明
治
書
院
)
「拾
遺
抄
」

の
項

(小
町
谷
照
彦
氏
)

で
は
、
長
徳

二

(969
)
～
三
年

の
成
立
と
推
定
さ
れ

て
い
る
。

杉
崎
重
遠
氏

前
掲
書
蹴
～
盟
頁
。

平
野
由
紀
子
氏

「
拾
遺
抄

の

「す

け
た
だ
」

歌

に
つ
い
て
1
輔
サ
集
の
性
格
「
」

(お
茶

の
水
女
子
大
学

『国
文
』
第
五
十
四
号
、
昭
和

五
十

六
年

一
月
)

以
下
、
引
用
は

『史
料
纂
集
』

に
よ
る
。

福
井
迫
子
氏
前
掲
論
文
。

引
用

は

『大

日
本
古
記
録
』

に
よ
る
。

杉
崎
氏
前
掲
書
。

桑
原
博
史
氏

『道
済
集
全
釈
』
(風
間
書
房
、
昭
和
六
L「
二
年
六
月
)
解
説
参
照
。

こ
の
歌
合

の
判
者

は
公
任
、
方
人
と
し

て
輔
親
、
輔

罪
、
為
義

、
道
済
、
兼
澄
、
為

時

の
名
が
見
え
る

(『平
安
朝
歌
合
大
成
』
三
)。
猶
、
福
井
氏
前
掲
書

珊
頁

に
同
様

の
指
摘
が
あ
る
。

杉
崎
氏
前
掲
書

胴
頁
。

福
=茸刈匡灰
』剛
掲
書
目

麟
百
以。

屏
風
歌

の
撰
者

に

つ
い
て
、
杉
崎
氏
前
掲
書
踊
、
旙
頁

で
は
、
道
長

が
撰
定

し
た
歌

を

一
条
帝

に
奏
上
し

て
勅
許
を
仰
い
だ
と
推
定

さ
れ
て
い
る
。

福
井
氏
前
掲
書

獅
、
鰯
頁
。

「天
皇
制
と
和
歌
-
勅
撰

集
を
め
ぐ

っ
て
」

(『国
文
学
』
特
集

=
歌

・
歌

こ
と
ば

・

歌
枕
「

〈う
た
〉
な
る
も

の
ー

、
平
成
元
年
十

一
月

号
、

60
頁
)

『栄
花
物
語
』

に
は
、
採

用
さ
れ
た
屏
風
歌
と
し

て
道
長
、
輔
サ
、
和
泉
式
部
、
輔

親
歌
を
列
挙
し
た
後
、
公
任

の
歌

に

つ
い
て
は
、
「四
條

の
大
納
言

(公
任

…
筆
者

注
)
別

に
二
首
奉
ら
せ
給

へ
り
。」
と
あ

る
。

『朝
忠
集
』

(西
本
願
寺
本
)
7
～
12
番
。

こ
の
時
実
資

が
、
「上
達
部
役
可
及
荷
汲
歎
」
(
『小
右
記
』
長
保

元
年
卜
月

。十

三

日
条
)、
「上
達
部
依
左
府
命
献
和
雷
、
往
古
不
聞
也
、
何
況
於
法
皇
御
製
哉
」
(同
、

二
卜
八

日
条
)
と
記
し

て
い
る

こ
と
は
、

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

付

記

本

稿

は

、

和

歌

文

学

会

第

三

十

八

回

大

会

に
お

い

て
、

そ

の
骨

子

を
発

表

し

た

も

の

で
あ

る

。
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